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第 2 章では、エネルギー準位に関する分光測定をまとめた。第 2励起準位や電離準位に利用できる新しい準位を多
数明らかにし、全角運動量 J値を同定した。また、電離遷移の同位体シフトを測定し、その大きさが第 2 励起準位よ
りやや大きいこと、電離遷移でも同位体選択性が期待できることを指摘した。また、観測される単色多光子電離遷移








































(5) スキーム断面積という新しい概念を提案し、これを用いて多段階共鳴電離経路(スキーム)を等価な 1 段階電
離経路に置き換え、スキーム全体の電離効率を簡単に評価できる手法を開発している。スキーム断面積は多段
階共鳴電離経路の潜在的な電離能力を表すことを明らかにし、また、スキーム断面積には最大値が存在し、ウ
ランとガドリニウムに対して測定した原子分光データを用いて最適スキームを選定してその電離効率や同位
体選択性が十分大きいことを示している。
以上のように、本論文は、ウランとガドリニウムに関する多くの新しい原子分光データを取得するとともに、原子
法レーザー同位体分離プラントの設計上有用となる多くの新しい知見を明らかにしており、原子物理学、レーザー工
学、および原子力工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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